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はじめに1
　都市部における小口径管推進工事の
拡大に伴い、小型の発進・到達立坑の
構築工事は多種多様な工法が開発され
てきました。その中でPIT工法は鋼製
ケーシング工法、コンクリート製ブロッ
ク工法において多くのユーザの皆様に
ご利用いただき今日に至っております。
　ここでは、PIT工法の開発の経緯、
特長、および今後の取り組みについて
述べさせていただきました。

開発の経緯2
　PIT工法の開発業者である長野油機
㈱は長年にわたり主に推進工法用の

元押装置を開発製造してきた油圧機械
メーカです。その油圧技術を生かし、
1990年代の初頭から小口径管推進機
であります「三管王シリーズ」を開発し
てまいりました。この小口径管推進機
を多くの施工業者様に供給しておりま
すと「小口径管推進工事が増加してい
る中で、コンパクトに立坑を築造する
機械はできないか」という要望をいた
だきまして、研究開発に着手し平成7年
（1995）12月にφ2,500mm用の揺
動圧入式立坑構築機PC2500を完成さ
せました。平成8年（1996）には、φ
2,000mm用のPC2000、アダプタの採
用により、φ1,500mmからφ2,000mm
まで対応可能なPC1520、φ1,500mm
専用のPC1500と立て続けて開発を行

い、同年、大阪で開催された下水道展’
96大阪において「揺動圧入式立坑構
築機」という名前で全国デビューを果た
しました。また同年10月には、PIT協
会という組織を発足させ、普及に努め、
ピーク時には50社を超える会員を擁す
るまでになりました。
　その後、平成12年（2000）に、コ
ンクリート製ブロック方式に対応した
部分回転式圧入機PCM-150の開発を
行っております。
　なおPIT協会は平成11年（1999）
に小口径管推進工法のDRM工法の
協会でありますDRM研究会と合併し
PIT&DRM協会として今日に至っており
ます（表−1、写真−1）。
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年・月 要件
1995・12 揺動圧入式PIT工法PC2500開発
1996・1 揺動圧入式PIT工法PC2000開発

1996・7 揺動圧入式PIT工法PC1520開発
下水道展’96大阪に出展

1996・9 揺動圧入式PIT工法PC1500開発
1996・10 PIT協会発足
1999・4 揺動圧入式PIT工法PC3000開発
1999・11 PIT＆DRM協会発足
2000・11 部分回転圧入機PCM－150開発

表−1　PIT工法開発年表

写真−1　PIT立坑構築機
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PIT工法の特長3
　PIT立坑構築機はその後、ユーザか
らの要望を取り入れる形でマイナーチェ
ンジを繰り返しながら、改良されてまい
りましたが、製品のラインアップについ
ては開発当初から大きく変わっておりま
せん。

　機械の特長としては、まず、軽量で
コンパクトなことと、専用の掘削機は持
たず、汎用機で施工可能な点が挙げら
れます。そのため、用地や搬入道路幅
員などの制約の多い施工現場で大きな
力を発揮することができる機械でありま
す。PIT立坑構築機の特長をまとめます
と以下のようになります。

（1）操作性がよい
　4本の圧入シリンダの同調操作と単
独操作ができ、ケーシングの鉛直度修
正が容易に行える。
（2）制度保持装置があり、
　　位置・鉛直度が自動保持される
　ケーシングをつかんだ揺動圧入バ
ンドの中心軸が動かないように四隅に
ローラガイド装置があり、油圧で制御し
ている。
（3）小型で軽量
　同クラスの機種では最も小型軽量化
され、狭い場所での施工、搬入性がよ
くなっている。また、掘削機も汎用機
が使え、施工条件に合わせた機種選定
が可能である（図−1）。
（4）架空制限に強い
　PIT立坑構築機は機械高さが低いこ
と、汎用の掘削機やクレーンを使うこ
とから架空制限への対応性がよくなっ
ている。標準的な架空制限は6.5mで
あるが、ケーシング長さを調整すること
により、さらに低くすることも可能である
（図−2）。

PIT立坑構築機の仕様4
4.1　ケーシングの標準寸法
　PIT工法における鋼製ケーシングの標
準寸法は呼び径1500、1800、2000、
2500、3000に対してそれぞれ外径φ
1,590mm、φ1,890mm、φ2,090mm、
φ2,590mm、φ3,090mmとなります。
また、肉厚は呼び径1500〜2000で
は12mm、呼び径2500では19mm、
呼び径3000では22mmとなります。
なお、PC1520機では外径φ1,532mm、
φ1,832mm、φ2,032mmもオプショ
ンのアダプタを使うことにより施工可能
です。また、ケーシング長さについては、
中間・最終ケーシングは1〜2m、先端
ケーシングは2〜3mを標準長とします。

図−1　PC1520本体図

図−2　PIT工法機械配置図


